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上 場 会 社 名          南海電気鉄道株式会社             上場取引所 東証一部・大証一部・名証一部 
コ ー ド 番 号           9044                                ＵＲＬ  http://www.nankai.co.jp/ 
代  表  者   代表取締役社長  亘 信二 
問合せ先責任者   執行役員経理部長  池内 啓介         ＴＥＬ (06)6644－7145 
定時株主総会開催予定日  平成20年6月27日 配当支払開始予定日 平成20年6月30日 
有価証券報告書提出予定日 平成20年6月27日  
  

      （百万円未満切捨て） 
１．20年3月期の連結業績（平成19年4月1日～平成20年3月31日） 
(1)連結経営成績                                       （％表示は対前期増減率） 
 売 上 高     営業利益 経常利益 当期純利益 

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 

20年3月期 
19年3月期 

188,254    △2.5 
192,986    1.3 

28,873      8.7 
26,574   13.0 

18,909     12.7 
16,783   29.9 

11,365    82.1 
6,242     －  

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益        

自己資本 
当期純利益率 

総 資 産 
経常利益率 

売 上 高 
営業利益率 

  円 銭  円 銭          ％        ％ ％ 
20年3月期 
19年3月期 

21.68 
11.90 

－    
－    

  9.9 
  5.3 

 

2.3 
2.0 

15.3 
13.8 

(参考) 持分法投資損益   20年3月期 253百万円   19年3月期 269百万円 
 
(2)連結財政状態 

 総 資 産      純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

                百万円                百万円           ％         円 銭 
20年3月期 
19年3月期 

806,024 
829,893 

118,656 
115,987 

14.5 
13.6 

223.71 
215.78 
 (参考) 自己資本   20年3月期 117,251百万円   19年3月期 113,152百万円 

 
(3)連結キャッシュ･フローの状況 

 
営業活動による          
キャッシュ・フロー 

投資活動による          
キャッシュ・フロー 

財務活動による          
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 
期 末 残 高          

 
 

              百万円 百万円                  百万円               百万円 

20年3月期 
19年3月期 

34,040 
29,839 
 

△19,549 
△ 8,226 
 

△15,069 
△24,187 

17,912 
18,490 
  

 
２．配当の状況 

 １株当たり配当金 

（基準日） 中間期末 期末 年間 

配当金総額 
(年間) 

配当性向 
（連結） 

純資産 
配当率 
（連結） 

      円 銭  円 銭       円 銭     百万円 ％ ％ 

19年3月期 
20年3月期 

 

－ 
－ 
0.00 

4.00 
5.00 
3.00 

4.00 
5.00 

2,097 
2,620 

33.6 
23.1 

1.8 
2.3 

21年3月期 
（予想） 

－ 5.00 5.00  16.4  

 
 
３．21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

（％表示は、通期は対前期、第２四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率） 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり 

当期純利益 
 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％          円 銭 

第２四半期連結累計期間 
通    期 

87,300  △6.9 
190,300   1.1 

10,500  △27.6 
20,500  △29.0 

5,700  △41.3 
10,700  △43.4 

11,300  695.4 
16,000   40.8 

  21.56 
  30.53 
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４．その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無 
 
(2) 連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項
の変更に記載されるもの） 
① 会計基準等の改正に伴う変更   有 
② ①以外の変更          有 

〔(注)詳細は、15ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。〕 
 
(3) 発行済株式数（普通株式） 
①期末発行済株式数（自己株式を含む） 20年3月期 526,412,232株 19年3月期 526,412,232株 
②期末自己株式数  20年3月期   2,276,035株 19年3月期  2,012,622株 
 (注) 1株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、20ページ「１株当たり情報」をご覧くだ
さい。 

 
 
(参考)個別業績の概要 
 
１.20年3月期の個別業績(平成19年4月1日～平成20年3月31日) 
(1)個別経営成績                                               （％表示は対前期増減率） 
 売 上 高     営業利益 経常利益 当期純利益 

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 

20年3月期 
19年3月期 

77,429   10.3 
    70,168  △0.6 

16,084    12.6 
14,284     25.4 

11,243  △15.8 
13,352    245.4 

7,056   151.5 
2,806   －    

 １株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益        

           円 銭 円 銭 

20年3月期 
19年3月期 

13.46 
5.35 

  －   
－   

 
(2)個別財政状態 

 総 資 産      純 資 産      自己資本比率 １株当たり純資産 

                百万円                百万円          ％         円 銭 

20年3月期 
19年3月期 

629,587 
623,282 

110,471 
107,975 
 

17.5 
17.3 

210.75 
205.88 

(参考) 自己資本   20年3月期 110,471百万円  19年3月期 107,975百万円 
  
２．21年3月期の個別業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

（％表示は、通期は対前期、第２四半期累計期間は対前年同四半期増減率） 
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 
当期純利益 

    百万円  ％    百万円   ％    百万円  ％   百万円    ％          円 銭 

第２四半期累計期間 
通    期 

 35,300  △7.2 
71,400  △7.8 

5,700  △26.9 
10,100  △37.2 

 5,900  △11.3 
6,600  △41.3 

12,300   － 
13,700   94.2 

23.47 
26.14 

 
   ※業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な 

要因によって予想数値と異なる場合があります。 

なお、業績予想に関する事項は、5ページ「1.経営成績(1)経営成績に関する分析③次期の見通し」をご覧ください。 
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１．経営成績 

（１）経営成績に関する分析 

①当期の概況 

  当期のわが国経済は、企業収益や設備投資が堅調さを維持したものの、原油・原材料価格の高騰や、サブプライ

ムローン問題に端を発した米国経済の減速と株式・為替市場の変動等の影響により、期の後半には、景気の先行き

に不透明感が増してまいりました。 
 このような経済情勢の下におきまして、当社グループでは、最終年度を迎えた３か年経営計画「進化１２３計画」

に掲げる所期の目標を達成するため、各種施策への取組みを進めてまいりました。 
この結果、当期におきましては、建築基準法改正による影響を受けた建設業で厳しい状況となりましたものの、

昨年４月のなんばパークス全館グランドオープンや８月の関西国際空港第２滑走路供用開始による効果に加え、不

動産販売業でのマンション事業用地の譲渡もあり、営業収益は1,882億54百万円（前期比2.5％減）、営業利益は

288億73百万円（前期比8.7％増）となり、経常利益は「進化１２３計画」の目標を大きく上回る189億９百万円

（前期比12.7％増）を計上することができました。 

一方、当期におきまして、「棚卸資産の評価に関する会計基準」を早期適用したことに伴い、保有する販売用不動

産について、収益性の低下に基づく簿価切下げ額を特別損失として計上いたしましたため、当期純利益は113億65

百万円（前期比82.1％増）となりました。 

なお、当社は、全国的に信頼される「南海ブランド」の確立に向けた取組みの一環として、当社株式の東京証券

取引所への上場準備を進めておりましたが、本年３月21日に市場第一部に上場することができました。 
 

  ②事業の種類別セグメントの状況 

＜運輸業＞ 

鉄道事業におきましては、営業面では、ＰｉＴａＰａカードにＩＣ定期券の機能を付加した「ＰｉＴａＰａ定期 

サービス」を昨年４月１日から開始し、利便性の向上をはかりましたほか、８月11日に南海線、同25日に高野線

において、それぞれ通勤・通学のお客さまからのご要望を反映したダイヤ変更を実施いたしました。また、関西国

際空港への旅客誘致を目的として、企画乗車券の発売や「関空アクセス割引キャンペーン」等の各種キャンペーン

を実施するとともに、世界遺産・高野山の魅力をＰＲするため、９月11日から同16日まで、東京・青山において、

写経・精進料理等が楽しめる「高野山カフェ」を金剛峯寺と共同で開設したほか、観光情報サイト「南海高野ほっ

と・ねっと」を公開するなど、多様な需要喚起策を講じました。施設面では、南海線において８０００系新造車両

８両を投入したほか、南海本線住吉大社駅のバリアフリー化整備が完成いたしました。また、難波駅の改良工事や

鋼索線高野山駅及び極楽橋駅のバリアフリー化整備に着手するなど、運転保安度向上と旅客サービス改善のための

諸工事を進めました。 

以上のような諸施策もあり、乗車人員は２億33百万人（前期比0.8％増）となり、平成６年度以来13年ぶりに 

増加に転じました。 

バス事業におきましては、昨年４月１日から、大阪市営バス井高野営業所の管理を受託したほか、リムジンバス 

路線において、関西国際空港と岡山駅前を結ぶ新路線を開設いたしました。また、堺浜地区に進出が決定した先端

技術工場関連の建設事務所への輸送のほか、関西国際空港島内における旅客搭乗用リフト車の運用業務を受託する

など、各種の増収策を講じました。 

海運業におきましては、原油価格高騰による厳しい環境下にありましたが、運航計画見直しによる減船を実施す 

るなど、引き続き運航コストの削減に努める一方、各種企画乗船券の発売等の営業活動を積極的に推進いたしまし

た。 

貨物運送業におきましては、輸送時間短縮等によるサービスの品質向上をはかるとともに、温度管理輸送や物流 

管理業（ロジスティクス事業）に注力するなど、顧客満足の向上に努めました。 

この結果、運輸業の営業収益は860億10百万円（前期比1.0％増）となり、営業利益は140億４百万円（前期 

比2.0％減）となりました。 

なお、堺市が進める東西鉄軌道（ＬＲＴ）事業（堺駅・堺東駅間）の経営予定者として、当社及び阪堺電気軌道 

株式会社が選定されました。 
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＜不動産業＞ 

 不動産賃貸業におきましては、パークスタワーをはじめ各物件において、稼働率の維持向上による収益の拡大に 

努めました。また、難波駅や髙島屋大阪店が入居する南海ビルを中心とする南海ターミナルビルの再生計画の一環 

として、昨年８月、南海ビル外壁等の改修工事に着手いたしました。 

 不動産販売業におきましては、南海さやまハーモニータウン、南海くまとり・つばさが丘、南海林間田園都市・ 

彩の台等で宅地及び戸建住宅の分譲を進める一方、南海橋本林間田園都市・小峰台で業務施設用地の譲渡を推進い 

たしました。なお、南海さやまハーモニータウンは、当期において宅地分譲を完了いたしました。また、高野線堺 

東車庫跡地において、マンション開発事業を共同で推進するため、同跡地の持分95％を譲渡するとともに、大阪市 

難波土地区画整理事業区域内及び高野線白鷺駅前のほか、東京都世田谷区内において、マンション共同開発事業に 

参画いたしました。このほか、昨年９月８日、泉北ニュータウン内に南大阪最大級規模となる体感型ショールーム 

「南海リフォームプラザ」をオープンし、住宅リフォーム事業の積極的な展開をはかりました。 

この結果、不動産業の営業収益は315億60百万円（前期比25.8％増）となり、営業利益は109億２百万円（前 

期比25.0％増）となりました。 

 
＜流通業＞ 

 ショッピングセンターの経営におきましては、昨年４月19日に全館グランドオープンしたなんばパークスの営 

業が順調に推移いたしました。また、なんばＣＩＴＹにおいて、６月27日、南館に新飲食ゾーン「なんばこめじ 

るし」をオープンし、新たな賑わいを創出するとともに、８月には、ロケット広場の改修工事に着手いたしました。 

このほか、沿線の商業施設においては、ショップ南海住吉のリニューアル工事を推進するとともに、南海本線岸和 

田駅高架下商業施設の建設工事と開業準備を進めました。 

物品販売業におきましては、コンビニエンスストア「アンスリー」において公共料金収納代行サービスを開始し、

お客さまの利便性向上に努めるほか、従来型の駅売店からウォークイン形式の新型売店「ナスコプリュス」への業

態変更を進めるなど、既存店舗のリニューアルを順次実施いたしました。 

この結果、流通業の営業収益は、建築材料卸売業の減収等もあり、253億74百万円（前期比4.7％減）となりま 

したが、営業利益は23億93百万円（前期比60.8％増）となりました。 

 

＜レジャー・サービス業＞ 

遊園事業におきましては、みさき公園の開園50周年を記念して、各種イベントを実施するとともに、ファミリ 

ー層を中心に、時季に適した催物や体験型のイベントを実施し、お客さまの誘致に努めました。一方、新イルカ館

の建設を柱とする園内整備工事のため、昨年11月26日から営業を一時休止しておりましたが、観覧車等の一部で

工事が完了し、本年３月１日、リニューアルオープンいたしました。 

旅行業におきましては、募集型企画旅行で商品ラインアップを充実し、東京発・福岡発商品の販売促進をはかる 

とともに、訪問営業では、お客さまのご要望に積極的に応える提案型営業（ソリューション営業）に努めました。 

ホテル・旅館業におきましては、ホテル中の島において、客室の改装やレストランの新設により、競合他館との 

差別化をはかった結果、宿泊者数が増加いたしました。 

競艇施設賃貸業におきましては、昨年３月に運営を受託した場外舟券発売場「ボートピア梅田」の営業が堅調に

推移いたしました。また、住之江競艇場において、広場改修工事等の環境改善に取り組むなど、来場者の誘致に努

めました。 

ビル管理メンテナンス業におきましては、指定管理者制度による新規管理物件獲得のほか、東京地区における受

注拡大をめざし、積極的な営業活動を推進いたしました。 

その他といたしましては、葬祭事業の第２号店舗として、昨年５月12日、河内長野市内に「ティア千代田」を開

設いたしました。また、当社全額出資により株式会社南海大阪ゴルフクラブを設立し、同社において大阪府泉南郡

岬町の「大阪ゴルフクラブ」の事業を譲り受け、６月１日から経営を開始いたしました。 

この結果、レジャー・サービス業の営業収益は298億26百万円（前期比6.3％増）となり、営業利益は13億28

百万円（前期比12.8％増）となりました。  

 
＜建設業＞ 

建設業におきましては、建築基準法改正に伴う建築確認の審査厳格化により、大型建設工事の着工が遅れたこと 

に加え、建設資材価格や労務費の高騰等が響き、営業収益は345億25百万円（前期比30.5％減）となり、遺憾な

がら営業損失45百万円を計上することとなりました。 
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＜その他の事業＞ 

その他の事業につきましては、営業収益は40億34百万円（前期比8.2％減）となり、営業利益は３億12百万円 

（前期比7.6％減）となりました。 

 
③次期の見通し 
原油・原材料価格の高騰に伴う物価上昇の影響により、消費購買意欲が減退するなど、景気の減速感は増しつつ

あり、当社グループにとりましては、依然として厳しい経営環境が続くものと予想されます。このような状況の下、

次期の業績につきましては、営業収益は、不動産業において販売用不動産の売却額の減少に伴う減収を見込むもの

の、建設業で完成工事高の増加による増収を見込むこと等から、1,903億円（前期比1.1%増）を見込んでおります。 

利益面では、販売用不動産の売却額の減少に伴う減益等により営業利益は205億円（前期比29.0％減）、経常利益

は107億円（前期比43.4％減）、当期純利益は、鉄道事業における連続立体交差化工事に伴う工事負担金等受入額を

特別利益に計上を予定していること等から、160億円（前期比40.8％増）を見込んでおります。 

 
（２）財政状態に関する分析 

①資産、負債及び純資産の状況 

資産の部では、「棚卸資産の評価に関する会計基準」を早期適用したことによるたな卸資産の減少等により、資産

合計は、前期末比238億69百万円減の8,060億24百万円となりました。 

 負債の部では、有利子負債残高が5,023億48百万円となり、前期末比127億75百万円減少したこと等により、

負債合計は、前期末比265億38百万円減の6,873億68百万円となりました。 

 純資産の部では、保有株式の株価下落に伴いその他有価証券評価差額金が減少する一方で、当期純利益113億65

百万円の計上により利益剰余金が増加したことで、純資産合計は、前期末比26億68百万円増の1,186億56百万円

となりました。また、自己資本比率は前期末比0.9ポイント改善し14.5％となりました。 

 

 ②キャッシュ・フローの状況 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純利益が増加したことや売上債権の回収が進んだこと

等により、前期に比べ42億円増加し、340億40百万円の流入となりました。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券の売却による収入が前期を大幅に下回ったこと等により、

前期に比べ113億22百万円支出が増加し、195億49百万円の流出となりました。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入により328億40百万円、社債発行により198億95百万円の調

達を行いましたが、長期借入金の返済を471億83百万円、社債償還を210億40百万円行ったこと等により、前期

に比べ91億18百万円支出が減少し、150億69百万円の流出となりました。 

 以上の結果、現金及び現金同等物の当期末残高は前期末に比べ5億78百万円減少し、179億12百万円となりま

した。 

 なお、当社のキャッシュ・フロー指標のトレンドは次のとおりであります。 

 平成16年3月期 平成17年3月期 平成18年3月期 平成19年3月期 平成20年3月期 

自己資本比率（％） 14.4 13.8 14.2 13.6 14.5 

時価ベースの自己資本比率（％） 15.0 17.9 26.2 25.1 25.2 

キャッシュ･フロー対有利子負債比率（年） 15.4 16.0 14.7 17.3 14.8 

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍）  2.9  2.9 3.1 2.8 3.2 

自己資本比率：自己資本／総資産 

   時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

  キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業活動によるキャッシュ・フロー 

  インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業活動によるキャッシュ・フロー／利息の支払額 

 （注１）各指標は、いずれも連結ベースの財務指標により算出しております。 

（注２）株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。 

（注３）営業キャッシュ・フロー及び利払いは、連結キャッシュ・フロー計算書に計上されている「営業活動によるキャッシュ・ 

   フロー」及び「利息の支払額」を用いております。 
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（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

  当社の利益配分につきましては、収益のさらなる向上をはかることにより、財務体質の強化に努めつつ、株主の

皆さまに対して安定的な配当を行うことを基本方針としております。当期の期末配当金につきましては、当期の

業績と内部留保等を勘案して、１株当たり５円（中間配当を見送りましたので年５円配当）を予定しております。

また、次期の配当金予想額につきましても、１株当たり期末配当金５円を予定しております。 
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２．企業集団の状況 

 当社の企業グループは、当社、子会社５８社及び関連会社６社で構成され、その営んでいる主要な事業内容は、

次のとおりであります。 

（１）運輸業（２７社） 

事業の内容 会社名 

鉄道事業 

軌道事業 

バス事業 

 

海運業 

貨物運送業 

車両整備業 

当社 

阪堺電気軌道株式会社※１ 

南海バス株式会社※１ 和歌山バス株式会社※１ 関西空港交通株式会社※１ 

熊野交通株式会社※１ 徳島バス株式会社※２ 

南海フェリー株式会社※１ 

サザントランスポートサービス株式会社※１ 株式会社南海エクスプレス※１ 

南海車両工業株式会社※１（Ｂ） 

その他１６社 

（２）不動産業（６社） 

事業の内容 会社名 

不動産賃貸業 

不動産販売業 

当社 南海都市創造株式会社※１（Ｃ） 

当社 南海不動産株式会社※１（Ｂ） 

その他３社 

（３）流通業（７社） 

事業の内容 会社名 

ショッピングセンターの経営 

物品販売業 

建築材料卸売業 

当社 南海都市創造株式会社※１（Ａ） 

南海商事株式会社※１ 

南海砂利株式会社※１ 

その他３社 

（４）レジャー・サービス業（１９社） 

事業の内容 会社名 

遊園事業 

旅行業 

ホテル・旅館業 

競艇施設賃貸業 

ビル管理メンテナンス業 

当社 

株式会社南海国際旅行※１ 

株式会社中の島※１ 

当社 住之江興業株式会社※１（Ａ） 

南海ビルサービス株式会社※１（Ｂ） 

その他１４社 

（５）建設業（４社） 

事業の内容 会社名 

建設業 南海辰村建設株式会社※１ 株式会社日電商会※１ 

その他２社 

（６）その他の事業（７社） 

事業の内容 会社名 

印刷業 

損害保険代理業 

広告代理業 

南海印刷株式会社※１ 

南海保険サービス株式会社※１ 

株式会社アド南海※１ 

その他４社 

（注）１．※１ 連結子会社 

２．※２ 持分法適用関連会社 

３．上記部門の会社数には当社及び南海都市創造株式会社が重複して含まれております。 

４．当社は（Ａ）の会社に対し施設の賃貸を行っております。 

５．当社は（Ｂ）の会社に対し業務の委託を行っております。 

６．当社は（Ｃ）の会社から施設を賃借しております。 
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３．経営方針 

（１）会社の経営の基本方針 

当社グループは、鉄道事業をはじめとする交通輸送サービスを基軸に、不動産、流通、レジャー等の生活に密

着した事業を幅広く展開し、社会の信頼に応え、その発展に貢献することを通じて、当社グループの企業価値増

大をはかることを基本方針としております。 
 

（２）会社の対処すべき課題及び中長期的な会社の経営戦略 

当社グループをとりまく経営環境は、人口の減少基調に加え、原材料費高騰等の物価上昇傾向もあり、今後利

益減少の圧力が高まることが想定されます。しかし短期的には、堺浜地区での先端技術工場の稼動開始や難波で

の阪神なんば線の開業等、当社沿線エリアでのヒト・モノの動きが活性化し、多くのビジネスチャンスが期待さ

れる状況にもあります。 
一方で、近年は企業の責任概念が大きく拡大しており、従来の経済的利益を生み出すことに加え、法令遵守は

言うまでもなく、「環境への配慮」・「コンプライアンスの徹底」・「お客さまへの誠実な対応」等を通じて、企業

市民として社会に対する役割を果たすことが強く求められているところです。 
当社グループは、これら経営上の課題に対処するべく、平成２０年度を初年度とする３か年経営計画「堅進１

２６計画」において、企業としての社会的責任を果たすとともに、「堅実で着実な成長・進化を遂げるための３

年間」と位置付け、以下の５つの基本方針のもと、総力をあげて取り組んでまいります。 
 
①「環境保全」のための取組み強化 
環境に優しい交通機関である鉄道・バスの利用を促進するとともに、すべての事業活動において、環境保

全、環境負荷の軽減を重視した経営に取り組んでまいります。 
 

②提供するサービスの品質向上 
「安全・安心」に対するお客さまからの信頼は、当社グループが事業を展開するうえでの根本であること

を再認識し、その信頼をより確固たるものとするべく、グループをあげて「安全・安心」を第一とした商品・

サービス提供に取り組みます。 
加えて、お客さまにご満足いただける高品質な商品・サービスを提供できるよう、ハード面の整備だけで

なく、社員一人ひとりのサービスマインド、サービススキル向上等に向けた各施策を実施いたします。 
 

③難波エリアのさらなる価値向上 
難波エリアを当社グループの最重要拠点とあらためて位置付け、なんばパークスが全館開業した平成１９

年を新たな出発点として、都市機能の充実、回遊性の向上、集客力向上のための投資等同エリアのさらなる

価値向上に取り組みます。 
 

④有望事業の成長加速 
収益の柱である鉄道事業が長期的に厳しい経営環境下にある中、新たな収益源を育成するべく、成長が期

待できる事業分野において積極的な拡充策を進めます。 
 

⑤沿線活性化の推進 
日本全体の人口が減少し、地域間・都市間での住民誘致競争が激化する中、当社沿線エリアが、居住地、

働き・学ぶ地、余暇を楽しむ地として支持されるよう、引き続き沿線の活性化に取り組んでまいります。 
 

（３）目標とする経営指標 

当社グループは企業価値の増大をはかっていくために、連結経常利益と連結有利子負債残高／ＥＢＩＴＤＡ倍

率を重要な経営指標として位置付けており、「堅進１２６計画」を確実に実行することにより、最終年度に当た

る平成２２年度には、次の数値目標を達成することを目標としております。 
       

経営指標 平成22年度数値目標 
連結経常利益 170億円以上 
連結有利子負債残高／ＥＢＩＴＤＡ倍率 10倍未満 
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４．連結財務諸表 

（１）【連結貸借対照表】 

科     目 
前期末 

（19.3.31現在） 

当期末 

（20.3.31現在） 
比較増減額 

 

（資産の部） 

流動資産 

現金及び預金 

受取手形及び売掛金 

有価証券 

たな卸資産 

繰延税金資産 

その他 

貸倒引当金 

 

固定資産 

有形固定資産 

建物及び構築物 

機械装置及び運搬具 

土地 

建設仮勘定 

その他 

無形固定資産 

施設利用権他 

投資その他の資産 

投資有価証券 

長期貸付金 

繰延税金資産 

その他 

貸倒引当金 

 

     百万円 

 

１１３，７６５ 

１９，５８６ 

２１，５６９ 

１２ 

４９，４４５ 

１１，８４４ 

１１，６５０ 

△    ３４４ 

 

７１６，１２８ 

６６４，５３７ 

３２１，５４１ 

２２，４５１ 

２８０，７５７ 

３６，６２４ 

３，１６１ 

２，８２８ 

２，８２８ 

４８，７６２ 

３１，６３２ 

１，９０３ 

６，３０６ 

１０，２９５ 

△  １，３７５ 

     百万円 

 

９４，５５０ 

１８，９０８ 

１５，５８０ 

１２ 

４１，５４８ 

６，６９４ 

１２，０７５ 

△    ２６９ 

 

７１１，４７３ 

６６４，９９６ 

３３０，９８２ 

２１，２７１ 

２８１，５９６ 

２７，９３３ 

３，２１１ 

２，８２９ 

２，８２９ 

４３，６４７ 

２４，３８１ 

１，８８５ 

８，９０１ 

９，１３３ 

△    ６５４ 

     百万円 

 

△ １９，２１４ 

△    ６７８ 

△  ５，９８８ 

－ 

△  ７，８９６   

△  ５，１５０ 

４２４ 

７５ 

 

△  ４，６５４ 

４５９ 

９，４４１ 

△  １，１７９ 

８３９ 

△  ８，６９１ 

４９ 

     － 

－ 

△  ５，１１４ 

△  ７，２５０ 

△     １８ 

２，５９４ 

△  １，１６１ 

７２１ 

資産合計 ８２９，８９３ ８０６，０２４ △ ２３，８６９ 
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科     目 
前期末 

（19.3.31現在） 

当期末 

（20.3.31現在） 
比較増減額 

 

（負債の部） 

流動負債 

支払手形及び買掛金 

短期借入金 

１年以内償還社債 

未払法人税等 

繰延税金負債 

賞与引当金 

その他 

 

固定負債 

社債 

長期借入金 

繰延税金負債 

再評価に係る繰延税金負債 

退職給付引当金 

投資損失引当金 

預り保証金及び敷金 

負ののれん 

その他 

負債合計 

 

（純資産の部） 

株主資本 

資本金 

資本剰余金 

利益剰余金 

自己株式 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 

繰延ヘッジ損益 

土地再評価差額金 

少数株主持分 

純資産合計 

 

百万円 

 

２０５，９９４ 

２１，３１６ 

１１２，７９３ 

２１，０４０ 

７７３ 

－ 

２，１９０ 

４７，８８０ 

 

５０７，９１１ 

９０，１４０ 

２９１，１５０ 

４５，８１３ 

２８，７０２ 

２０，９４７ 

９９６ 

２７，６７０ 

５５５ 

１，９３６ 

７１３，９０６ 

 

 

９２，７１２ 

６３，７３９ 

１８，４８８ 

１１，１２８ 

△    ６４４ 

２０，４４０ 

８，８０８ 

３３３ 

１１，２９７ 

２，８３４ 

１１５，９８７ 

百万円 

 

２１４，８９５ 

１４，４５０ 

１１８，０２１ 

３０，１４０ 

１，００７ 

３２ 

２，１６８ 

４９，０７５ 

 

４７２，４７２ 

８０，０００ 

２７４，１８７ 

４０，５３１ 

２８，２００ 

１８，０７３ 

２８８ 

２８，３１３ 

１，２４６ 

１，６３２ 

６８７，３６８ 

 

 

１０２，７５２ 

６３，７３９ 

１８，４９０ 

２１，２６０ 

△    ７３８ 

１４，４９９ 

４，０１７ 

１４１ 

１０，３３９ 

１，４０４ 

１１８，６５６ 

     百万円 

 

８，９００ 

△  ６，８６６ 

５，２２７ 

９，１００ 

２３３ 

３２ 

△     ２１ 

１，１９５ 

 

△ ３５，４３８ 

△ １０，１４０ 

△ １６，９６３ 

△  ５，２８１ 

△    ５０１ 

△  ２，８７３ 

△    ７０８ 

６４３ 

６９０ 

△    ３０３ 

△ ２６，５３８ 

 

 

１０，０４０ 

０ 

１ 

１０，１３２ 

△     ９４ 

△  ５，９４１ 

△  ４，７９０ 

△    １９２ 

△    ９５８ 

△  １，４３０ 

２，６６８ 

負債純資産合計 ８２９，８９３ ８０６，０２４ △ ２３，８６９ 
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（２）【連結損益計算書】 

比 較 増 減 
科     目 前  期 当  期 

金  額 率 

 

営業収益 

 

営業費 

運輸業等営業費及び売上原価 

販売費及び一般管理費 

 

営業利益 

 

営業外収益 

 受取利息 

 受取配当金 

 持分法による投資利益 

 雑収入 

 

営業外費用 

 支払利息 

 雑支出 

 

経常利益 

 

特別利益 

工事負担金等受入額 

固定資産売却益 

投資有価証券売却益 

容積利用権売却益 

その他 

 

特別損失 

たな卸資産評価損 

固定資産除却損 

販売用不動産評価損 

減損損失 

その他 

 

税金等調整前当期純利益 

法人税、住民税及び事業税 

法人税等調整額 

少数株主利益 

当期純利益 

百万円 

１９２，９８６ 

 

１６６，４１２ 

１６０，５６７ 

５，８４４ 

 

２６，５７４ 

 

１，６４６ 

７３ 

３７７ 

２６９ 

９２５ 

 

１１，４３６ 

１０，７０３ 

７３３ 

 

１６，７８３ 

 

１０，２４９ 

－ 

３４８ 

７，５２４ 

１，１３４ 

１，２４２ 

 

２２，３３０ 

－ 

１７０ 

２０，３５６ 

１，３１７ 

４８５ 

 

４，７０３ 

１，４７９ 

△  ３，１９５ 

１７６ 

６，２４２ 

百万円 

１８８，２５４ 

 

１５９，３８１ 

１５３，５５７ 

５，８２３ 

 

２８，８７３ 

 

１，４９２ 

９３ 

３８２ 

２５３ 

７６３ 

 

１１，４５６ 

１０，６１４ 

８４１ 

 

１８，９０９ 

 

３，６４８ 

２，６３１ 

３３１ 

９５ 

－ 

５８８ 

 

９，０９６ 

７，２１３ 

９８３ 

－ 

－ 

８９９ 

 

１３，４６１ 

１，４２７ 

５７５ 

９２ 

１１，３６５ 

百万円 

△  ４，７３１ 

 

△  ７，０３０ 

△  ７，００９ 

△     ２０ 

 

２，２９８ 

 

△    １５３ 

１９ 

４ 

△     １６ 

△    １６１ 

 

１９ 

△     ８８ 

１０８ 

 

２，１２６ 

 

△  ６，６０１ 

 ２，６３１ 

△     １６ 

△  ７，４２８ 

△  １，１３４ 

 △    ６５３ 

 

△ １３，２３３ 

７，２１３ 

８１３ 

△ ２０，３５６ 

△  １，３１７ 

４１３ 

 

８，７５７ 

△     ５２ 

３，７７０ 

△     ８４ 

５，１２３ 

％ 

△   ２．５ 

 

△   ４．２ 

△   ４．４ 

 △   ０．４ 

 

８．７ 

 

△   ９．３ 

２６．５ 

１．３ 

△   ６．０ 

△  １７．５ 

 

 ０．２ 

△   ０．８ 

１４．８ 

 

１２．７ 

 

 △  ６４．４ 

－ 

△   ４．６ 

 △  ９８．７ 

△ １００．０ 

△  ５２．６ 

 

 △  ５９．３ 

－ 

４７７．２ 

 △ １００．０ 

△ １００．０ 

 ８５．２ 

 

１８６．２ 

△   ３．５ 

－ 

△  ４７．６ 

８２．１ 
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（３）【連結株主資本等変動計算書】 

前期（平成18年4月1日～平成19年3月31日）                 （単位：百万円） 

株 主 資 本  

資本金 
資本 
剰余金 

利益 
剰余金 

自己株式 
株主資本 
合計 

前期末残高 63,739 18,476 7,295 △  526 88,984 

当期変動額      

剰余金の配当   △ 1,574  △  1,574 

当期純利益   6,242  6,242 

土地再評価差額金取崩額   △  834  △    834 

自己株式の取得    △  136 △    136 

自己株式の処分  12  18 31 

株主資本以外の項目の当期変動額(純額)      

当期変動額合計 0 12 3,833 △  117 3,728 

当期末残高 63,739 18,488 11,128 △  644 92,712 

 

評価・換算差額等  

その他有
価証券評
価差額金 

繰延 
ヘッジ 
損益 

土地再評
価差額金 

評価･換算
差額等 
合計 

少数 
株主 
持分 

純資産 
合計 

前期末残高 14,698 － 18,268 32,967 2,810 124,761 

当期変動額       

剰余金の配当      △  1,574 

当期純利益      6,242 

土地再評価差額金取崩額      △    834 

自己株式の取得      △    136 

自己株式の処分      31 

株主資本以外の項目の当期変動額(純額) △ 5,890 333 △ 6,970 △12,526 24 △ 12,502 

当期変動額合計 △ 5,890 333 △ 6,970 △12,526 24 △  8,774 

当期末残高 8,808 333 11,297 20,440 2,834 115,987 
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当期（平成19年4月1日～平成20年3月31日）                 （単位：百万円） 

株 主 資 本  

資本金 
資本 
剰余金 

利益 
剰余金 

自己株式 
株主資本 
合計 

前期末残高 63,739 18,488 11,128 △  644 92,712 

当期変動額      

剰余金の配当   △ 2,097  △  2,097 

当期純利益   11,365  11,365 

土地再評価差額金取崩額   864  864 

自己株式の取得    △  114 △    114 

自己株式の処分  1  20 21 

株主資本以外の項目の当期変動額(純額)      

当期変動額合計 0 1 10,132 △   94 10,040 

当期末残高 63,739 18,490 21,260 △  738 102,752 

 

評価・換算差額等  

その他有
価証券評
価差額金 

繰延 
ヘッジ 
損益 

土地再評
価差額金 

評価･換算
差額等 
合計 

少数 
株主 
持分 

純資産 
合計 

前期末残高 8,808 333 11,297 20,440 2,834 115,987 

当期変動額       

剰余金の配当      △  2,097 

当期純利益      11,365 

土地再評価差額金取崩額      864 

自己株式の取得      △    114 

自己株式の処分      21 

株主資本以外の項目の当期変動額(純額) △ 4,790 △   192 △   958 △ 5,941 △  1,430 △  7,371 

当期変動額合計 △ 4,790 △   192 △   958 △ 5,941 △  1,430 2,668 

当期末残高 4,017 141 10,339 14,499 1,404 118,656 
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（４）【連結キャッシュ・フロー計算書】 

科     目 前  期 当  期 

 
Ⅰ．営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前当期純利益 
減価償却費 
減損損失 
賞与引当金の増減額（減少：△） 
退職給付引当金の増減額（減少：△） 
貸倒引当金の増減額（減少：△） 
受取利息及び配当金 
支払利息 
持分法投資損益（益：△） 
投資有価証券売却損益（益：△） 
投資有価証券評価損 
固定資産売却損益（益：△） 
固定資産除却損 
工事負担金等受入額 
特別退職金 
売上債権の増減額（増加：△） 
仕入債務の増減額（減少：△） 
たな卸資産の増減額（増加：△） 
投資損失引当金の増減額（減少：△） 
販売用不動産評価損 
たな卸資産評価損 
未払消費税等の増減額（減少：△） 
預り保証金・敷金の増減額(減少：△) 
その他 

百万円 
 

  ４，７０３ 
１８，７８３ 
１，３１７ 

△     １７ 
△  ２，８５８ 
△    １４７ 
△    ４５１ 
１０，７０３ 

△    ２６９ 
△  ７，５２４ 

 － 
△    ３４１ 

１，２２０ 
△     ８５ 

－ 
△  ５，２９０ 

１，２２５ 
３，９９６ 

△  ２，３４７ 
２０，３５６ 

－ 
 ８８ 

△    ８５７ 
２９８ 

百万円 
 

  １３，４６１ 
２０，２８１ 

－ 
△     ２１ 
△  ２，８７３ 
△    １４６ 
△    ４７５ 
１０，６１４ 

△    ２５３ 
△     ９５ 

 ２７ 
△    ４０６ 

１，７２３ 
△  ２，６３１ 

９６ 
４，９９８ 

△  ７，３９４ 
△    １４２ 
△    ７０８ 

－ 
８，２１５ 

 △    ２６５ 
６４３ 
３８５ 

    小計 ４２，５０２ ４５，０２９ 
利息及び配当金の受取額 
利息の支払額 
法人税等の支払額 
特別退職金の支払額 

４５６ 
△ １０，８０２ 
△  ２，３１５ 

－ 

４８０ 
△ １０，６９８ 
△    ６７５ 
△     ９６ 

  営業活動によるキャッシュ・フロー ２９，８３９ ３４，０４０ 

Ⅱ．投資活動によるキャッシュ・フロー 
固定資産の取得による支出 
固定資産の売却による収入 
工事負担金等収入 
投資有価証券の取得による支出 
投資有価証券の売却による収入 
子会社株式追加取得による支出 
子会社株式売却による収入 
連結範囲の変更を伴う子会社株式売却による収入 
短期貸付金の増減額（増加：△） 
長期貸付による支出 
長期貸付金の返済による収入 
その他 

 
△ ２３，９３４ 

１，７４８ 
３，１１７ 

△    ２３６ 
１０，１１３ 

△     ９０ 
 ８５ 
１７８ 
３ 

△    ７３０ 
８２７ 
６９０ 

 
△ ２４，２３４ 

１，６６９ 
４，５８２ 

△  ２，０９７ 
３１９ 

△    １７１ 
 － 
－ 

△    ４１１ 
△    ３６８ 

９５５ 
２０７ 

  投資活動によるキャッシュ・フロー △  ８，２２６ △ １９，５４９ 

Ⅲ．財務活動によるキャッシュ・フロー 
短期借入金等増減額（減少：△） 
長期借入による収入 
長期借入金の返済による支出 
社債発行による収入 
社債償還による支出 
配当金の支払額 
子会社の親会社株式売却による収入 
その他 

 
△  ９，２４１ 
４５，２５５ 

△ ４８，２７１ 
１９，８９５ 

△ ３０，１４０ 
△  １，５７４ 

２０ 
△    １３２ 

 
２，６０８ 
３２，８４０ 

△ ４７，１８３ 
１９，８９５ 

△ ２１，０４０ 
△  ２，０９２ 

－ 
△     ９７ 

  財務活動によるキャッシュ・フロー △ ２４，１８７ △ １５，０６９ 

Ⅳ．現金及び現金同等物の増減額(減少：△) 
Ⅴ．現金及び現金同等物の期首残高 

△  ２，５７４ 
２１，０６５ 

△    ５７８ 
１８，４９０ 

Ⅵ．現金及び現金同等物の期末残高 １８，４９０ １７，９１２ 
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（５）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

連結の範囲に関する事項 

連結子会社   ４９社 

 主要な連結子会社の名称 「企業集団の状況」に記載しているため省略しております。 

非連結子会社   ９社 

 

連結範囲の異動 

（新規）㈱南海大阪ゴルフクラブ、㈱スミコウ（住興商事㈱に商号変更）、㈱スミノエボートシステム（㈱スミ

ノエマリンシステムに商号変更） 

（除外）㈱フラッグ、南海産業㈱、大和商事㈱、㈱大阪ベイサービス、㈱萬波楼、㈱ホテル南海、㈱南海ジェ

イシーピー、大阪開発㈱、㈱ネクサススミノエ、住興商事㈱、㈱スミノエマリンシステム 

     ㈱南海大阪ゴルフクラブ、㈱スミコウ、㈱スミノエボートシステムは会社設立により、当期より連

結の範囲に含めております。 

     ㈱フラッグ、南海産業㈱、大和商事㈱、大阪開発㈱、㈱ネクサススミノエ、住興商事㈱及び㈱スミ

ノエマリンシステムは連結子会社との合併、㈱大阪ベイサービス、㈱萬波楼、㈱ホテル南海及び㈱南

海ジェイシーピーは清算結了により、当期より連結の範囲から除外しております。 

     なお、住興商事㈱及び㈱スミノエマリンシステムの連結子会社との合併後、㈱スミコウは住興商事

㈱に、㈱スミノエボートシステムは㈱スミノエマリンシステムへそれぞれ商号を変更しております。 

 

なお、上記連結の範囲に関する事項以外は、最近の有価証券報告書（平成19年6月28日提出）における記載

から重要な変更がないため開示を省略しております。 

 

（６）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更 

（棚卸資産の評価に関する会計基準） 

  「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第9号 平成18年7月5日）が平成20年3月31日以前

に開始する連結会計年度に係る連結財務諸表から適用できることになったことに伴い、当連結会計年度から同会

計基準を適用しております。 

これにより営業利益、経常利益は1,002百万円、税金等調整前当期純利益は8,215百万円それぞれ減少してお

ります。 

 

 （有形固定資産の減価償却方法の変更） 

当期より、法人税法の改正に伴い、平成19年4月1日以降に取得した有形固定資産について、改正後の法人税

法に基づく減価償却の方法に変更しております。 

なお、この変更による損益に与える影響は軽微であります。 

 （追加情報） 

  当期より、法人税法の改正に伴い、平成19年3月31日以前に取得した資産については、改正前の法人税法に

基づく減価償却の方法の適用により取得価額の 5％に到達した連結会計年度の翌連結会計年度より、取得価額の

5％相当額と備忘価額との差額を5年間にわたり均等償却し、減価償却費に含めて計上しております。 

この結果、従来の方法に比べ、営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益がそれぞれ1,237百万円減少

しております。 
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（７）連結財務諸表に関する注記事項 

（連結貸借対照表関係） 

 前期末 当期末 

１．担保資産及び担保付債務 

担保に供している資産の額 

（鉄道財団） 

土地 

建物及び構築物 

その他の償却資産等 

（その他） 

土地 

建物及び構築物 

投資有価証券 

担保付債務の額 

短期借入金 

長期借入金(１年以内返済長期借入金を含む。) 

買掛金 

２．有形固定資産の減価償却累計額 

３．工事負担金等圧縮累計額 

４．保証債務額 

５．受取手形割引高 

受取手形裏書譲渡高 

６．非連結子会社及び関連会社に対する株式等 

   投資有価証券（株式） 

 

 

 

９７，４１３百万円 

１５６，９９０百万円 

１５，４５６百万円 

 

８，００８百万円 

９４４百万円 

８，２４３百万円 

 

２７０百万円 

５８，２４７百万円 

１５百万円 

４００，１０３百万円 

７３，５７１百万円 

３，１７３百万円 

０百万円 

１３０百万円 

１，７３４百万円 

 

 

 

９６，５０１百万円 

１５７，６１７百万円 

１５，５５７百万円 

 

７，７３６百万円 

８４９百万円 

３，６０３百万円 

 

２００百万円 

５５，４８４百万円 

２３百万円 

４１１，５９０百万円 

７３，５７１百万円 

１，１５０百万円 

２，６８７百万円 

０百万円 

１，９６２百万円 

７．当社及び一部の連結子会社において、土地の再評価に関する法律（平成10年3月31日公布法律第34号）及び

土地の再評価に関する法律の一部を改正する法律（平成13年3月31日公布法律第19号）に基づき、事業用土

地の再評価を行い、評価差額については、当該評価差額に係る税金相当額を再評価に係る繰延税金負債として

負債の部に計上し、これを控除した金額を土地再評価差額金として純資産の部に計上しております。 
・再評価の方法 土地の再評価に関する法律施行令（平成10年3月31日公布政令第119号）第２条第３号に

定める固定資産税評価額に基づき算出する方法、及び同条第５号に定める不動産鑑定士による鑑定評価によ

り算出しております。 
・再評価を行った年月日 平成14年3月31日 当社、連結子会社１社 

平成13年3月30日 当社（連結子会社の合併により受入れた事業用土地） 
・再評価を行った土地の当期末における時価と再評価後の帳簿価額との差額 

   １０，６０６百万円 １１，３７８百万円 

８．期末日満期手形 

期末日満期手形の会計処理については、一部の連結子会社を除き、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。前期末日は金融機関の休業日であったため、次の満期手形が前期末残高に含まれております。 

受取手形 

支払手形 

３６百万円 

３４百万円 

－百万円 

－百万円 

なお、一部の連結子会社については、満期日に決済が行われていたものとして処理しており、当該前期末日

満期手形の金額は次のとおりであります。 

受取手形 １１百万円 －百万円 

支払手形 ２０百万円 －百万円 
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（連結損益計算書関係） 

      前  期    当  期 

１．営業費のうち引当金繰入額 

   賞与引当金繰入額 

２．販売費及び一般管理費の内訳 

人件費 

経費 

３．運輸業等営業費及び売上原価に含まれるたな卸資産 

の収益性の低下による簿価切下げ額 

 

 

２，１９０百万円 

 

４，０４３百万円 

１，２６６百万円 

         

－百万円 

 

 

２，１６８百万円 

 

３，７０３百万円 

１，６５８百万円 

 

１，００２百万円 

 

（連結株主資本等変動計算書関係） 

 前期（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 前期末株式数 

(千株) 

当期増加株式数 

（千株） 

当期減少株式数 

（千株） 

当期末株式数 

(千株) 

発行済株式     

普通株式 526,412 － － 526,412 

合計 526,412 － － 526,412 

自己株式     

普通株式 1,754 335 77 2,012 

合計 1,754 335 77 2,012 

（注）1.普通株式の自己株式の株式数の増加335千株は、単元未満株式の買取請求に応じたことによる増加であ

ります。 

2.普通株式の自己株式の株式数の減少は、単元未満株式の買増請求に応じたことによる減少36千株及び連

結子会社における親会社株式売却による減少41千株であります。 

 

２．配当に関する事項 

（１）配当金支払額 

決議 株式の種類 配当金の総額 
１株当たり
配当額 

基準日 効力発生日 

平成18年6月29日 
定時株主総会 

普通株式 1,574百万円 3.00円 平成18年3月31日 平成18年6月30日 

 

（２）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの 

決議 
株式の

種類 
配当金の総額 

配当の

原資 

１株当た
り配当額 

基準日 効力発生日 

平成19年6月28日 
定時株主総会 

普通 

株式 
2,097百万円 

利益剰

余金 
4.00円 平成19年3月31日 平成19年6月29日 
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当期（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 前期末株式数 

(千株) 

当期増加株式数 

（千株） 

当期減少株式数 

（千株） 

当期末株式数 

(千株) 

発行済株式     

普通株式 526,412 － － 526,412 

合計 526,412 － － 526,412 

自己株式     

普通株式 2,012 327 64 2,276 

合計 2,012 327 64 2,276 

（注）1.普通株式の自己株式の株式数の増加327千株は、単元未満株式の買取請求に応じたことによる増加であ

ります。 

2.普通株式の自己株式の株式数の減少64千株は、単元未満株式の買増請求に応じたことによる減少であり

ます。 

 

２．配当に関する事項 

（１）配当金支払額 

決議 株式の種類 配当金の総額 
１株当たり
配当額 

基準日 効力発生日 

平成19年6月28日 
定時株主総会 

普通株式 2,097百万円 4.00円 平成19年3月31日 平成19年6月29日 

 

（２）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの（予定） 

決議 
株式の

種類 
配当金の総額 

配当の

原資 

１株当た
り配当額 

基準日 効力発生日 

平成20年6月27日 
定時株主総会 

普通 

株式 
2,620百万円 

利益剰

余金 
5.00円 平成20年3月31日 平成20年6月30日 

 

 

（連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

 前  期    当  期 

現金及び預金勘定 

有価証券勘定 

預入期間が３か月を超える定期預金 

１９，５８６百万円 

１２百万円 

△ １，１０８百万円 

１８，９０８百万円 

１２百万円 

△ １，００８百万円 

現金及び現金同等物 １８，４９０百万円 １７，９１２百万円 



南海電気鉄道㈱(9044)平成 20年 3月期決算短信 

- 19 - 

（セグメント情報） 

１．【事業の種類別セグメント情報】 

 前期（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日） 

 
運輸業 

(百万円) 

不動産業 

(百万円) 

流通業 

(百万円) 

レジャー・

サービス業 

(百万円) 

建設業 

(百万円) 

その他の

事業 

(百万円) 

計 

(百万円) 

消去又は

全社 

(百万円) 

連結 

(百万円) 

Ⅰ営業収益 

(1)外部顧客に対する 
   営業収益 

83,284 23,846 24,621 19,217 40,142 1,874 192,986 －  192,986 

(2)セグメント間の内部 
   営業収益又は振替高 

1,842 1,232 1,991 8,840 9,538 2,517 25,962 (  25,962) －  

計 85,126 25,078 26,613 28,057 49,681 4,392 218,949 (  25,962) 192,986 

営業費 70,828 16,357 25,124 26,880 48,962 4,054 192,206 (  25,794) 166,412 

営業利益 14,297 8,721 1,488 1,177 718 338 26,742 (    167) 26,574 

Ⅱ資産、減価償却費、減
損損失及び資本的支出 

         

 資産 356,399 287,307 65,161 58,701 33,556 1,158 802,285 27,607 829,893 

 減価償却費 11,186 4,083 2,285 1,411 148 26 19,142 (    359) 18,783 

 減損損失 372 455 0 451 37 0 1,317 －    1,317 

 資本的支出 12,489 929 7,458 2,799 55 35 23,767 0 23,767 

当期（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日） 

 
運輸業 

(百万円) 

不動産業 

(百万円) 

流通業 

(百万円) 

レジャー・

サービス業 

(百万円) 

建設業 

(百万円) 

その他の

事業 

(百万円) 

計 

(百万円) 

消去又は

全社 

(百万円) 

連結 

(百万円) 

Ⅰ営業収益          

(1)外部顧客に対する 
営業収益 

84,114 30,303 24,641 21,039 26,393 1,761 188,254 －  188,254 

(2)セグメント間の内部 
営業収益又は振替高 

1,895 1,256 733 8,786 8,132 2,273 23,076 (  23,076) －  

計 86,010 31,560 25,374 29,826 34,525 4,034 211,331 (  23,076) 188,254 

営業費 72,005 20,657 22,981 28,498 34,571 3,721 182,435 (  23,053) 159,381 

営業利益 14,004 10,902 2,393 1,328 △   45 312 28,896 (     23) 28,873 

Ⅱ資産、減価償却費、減
損損失及び資本的支出 

         

資産 356,688 274,483 65,935 55,851 26,861 1,025 780,846 25,178 806,024 

減価償却費 11,688 3,929 3,200 1,680 137 28 20,666 (    384) 20,281 

資本的支出 14,131 2,759 5,807 2,083 66 6 24,855 0 24,855 

（注）１．事業区分の方法   おおむね日本標準産業分類の大分類によっております。 
２．各区分の主な内容 

運輸業       ・・・鉄道事業、軌道事業、バス事業、海運業、貨物運送業、車両整備業 
不動産業      ・・・不動産賃貸業、不動産販売業 
流通業       ・・・ショッピングセンターの経営、物品販売業、建築材料卸売業 
レジャー・サービス業・・・遊園事業、旅行業、ホテル・旅館業、競艇施設賃貸業、ビル管理メンテナンス業 
建設業       ・・・建設業 
その他の事業    ・・・印刷業、損害保険代理業、広告代理業 

３．資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産の金額は、当期39,880百万円、前期44,691百万円であります。その主な
ものは、親会社での現金及び預金、投資有価証券及び長期貸付金等であります。 

 
４．「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」に記載のとおり、当期より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企
業会計基準第9号 平成18年7月5日）が平成20年3月31日以前に開始する連結会計年度に係る連結財務諸表から適用でき
ることになったことに伴い、当期から同会計基準を適用しております。この結果、従来の方法によった場合に比較して、当期
の営業費は、不動産業が962百万円、建設業が40百万円増加し、営業利益はそれぞれ同額減少しております。 
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５．「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」に記載のとおり、当期より、法人税法の改正に伴い、平成19年3
月31日以前に取得した資産については、改正前の法人税法に基づく減価償却の方法の適用により取得価額の5％に到達した連
結会計年度の翌連結会計年度より、取得価額の5％相当額と備忘価額との差額を5年間にわたり均等償却し、減価償却費に含
めて計上しております。この結果、従来の方法によった場合に比較して、当期の営業費は、運輸業が706百万円、不動産業が
204百万円、流通業が199百万円、レジャー・サービス業が119百万円、建設業が6百万円増加し、営業利益はそれぞれ同額
減少しております。 

 

２．【所在地別セグメント情報】 

 前期及び当期については、本邦以外の国、又は地域に所在する連結子会社は存在しないため記載しておりません。 

 

３．【海外売上高】 

 前期及び当期については、海外売上高はないため記載しておりません。 

 

（１株当たり情報） 

前  期 当  期 

 １株当たり純資産額     ２１５円７８銭  １株当たり純資産額     ２２３円７１銭 

 １株当たり当期純利益金額    １１円９０銭 

 

 新株予約権付社債等潜在株式がないため、潜在株式 

調整後１株当たり当期純利益金額については記載し 

ておりません。 

 １株当たり当期純利益金額    ２１円６８銭 

 

 新株予約権付社債等潜在株式がないため、潜在株式 

調整後１株当たり当期純利益金額については記載し 

ておりません。 

  

（注）１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  前  期 当  期 

 当期純利益（百万円） ６，２４２  １１，３６５  

 普通株主に帰属しない金額（百万円） ０  ０  

 普通株式に係る当期純利益（百万円） ６，２４２  １１，３６５  

 普通株式の期中平均株式数（千株） ５２４，５４５  ５２４，２５３  

 

 

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 

 

（開示の省略） 

リース取引、関連当事者との取引、税効果会計、有価証券、デリバティブ取引、退職給付、ストック・オプショ

ン等及び企業結合等に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため

開示を省略しております。
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５．個別財務諸表 

（１）【貸借対照表】 

科     目 
前期末 

（19.3.31現在） 

当期末 

（20.3.31現在） 
比較増減額 

 

（資産の部） 

流動資産 

現金及び預金 

未収運賃 

未収金 

未収収益 

短期貸付金 

販売土地及び建物 

貯蔵品 

前払費用 

繰延税金資産 

その他の流動資産 

貸倒引当金 

 

固定資産 

鉄道事業固定資産 

開発関連及び付帯事業固定資産 

各事業関連固定資産 

建設仮勘定 

投資その他の資産 

関係会社株式 

投資有価証券 

出資金 

長期貸付金 

長期前払費用 

繰延税金資産 

その他の投資等 

投資評価引当金 

貸倒引当金 

 

     百万円 

 

８０，８０４ 

８，２７３ 

１，８６２ 

４，３５４ 

１，６７３ 

８，１２１ 

４４，５６５ 

１，２５２ 

３６９ 

１１，９９７ 

１，１１８ 

△  ２，７８５ 

 

５４２，４７８ 

２９３，９７４ 

７１，２５４ 

１，２５０ 

２４，７５２ 

１５１，２４５ 

７７，７６６ 

１５，６５８ 

４００ 

６３，３６６ 

９６ 

４，９３８ 

１，８９５ 

△ １０，２８７ 

△  ２，５８７ 

     百万円 

 

６３，４９８ 

８，４３５ 

２，２２２ 

５，８８４ 

１，１３３ 

６，１２４ 

３１，６７７ 

１，３４５ 

３８５ 

６，１９３ 

９７１ 

△    ８７６ 

 

５６６，０８９ 

２９４，０００ 

７１，５８１ 

１，１１４ 

２７，４８０ 

１７１，９１１ 

７２，９０８ 

１３，４２３ 

４００ 

７８，８３７ 

３０９ 

１０，５２４ 

１，８３８ 

△  ５，０２６ 

△  １，３０３ 

     百万円 

 

△ １７，３０５ 

１６２ 

３６０ 

１，５３０ 

△    ５４０ 

△  １，９９６ 

△ １２，８８８ 

９２ 

１５ 

△  ５，８０３ 

△    １４７ 

１，９０９ 

 

２３，６１１ 

２５ 

３２７ 

△    １３５ 

 ２，７２７ 

２０，６６５ 

△  ４，８５８ 

△  ２，２３４ 

０ 

１５，４７１ 

２１２ 

５，５８６ 

△     ５６ 

５，２６１ 

１，２８４ 

資産合計 ６２３，２８２ ６２９，５８７ ６，３０５ 
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科     目 前期末 

（19.3.31現在） 

当期末 

（20.3.31現在） 
比較増減額 

 

（負債の部） 

流動負債 

短期借入金 

１年以内償還社債 

未払金 

未払費用 

未払消費税等 

未払法人税等 

預り連絡運賃 

預り金 

前受運賃 

前受金 

前受収益 

賞与引当金 

固定負債 

社債 

長期借入金 

再評価に係る繰延税金負債 

退職給付引当金 

投資損失引当金 

その他の固定負債 

負債合計 

 

（純資産の部） 

株主資本 

資本金 

資本剰余金 

 資本準備金 

 その他資本剰余金 

利益剰余金 

 その他利益剰余金 

  繰越利益剰余金 

自己株式 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 

繰延ヘッジ損益 

土地再評価差額金 

純資産合計 

 

百万円 

 

１５０，８５８ 

８０，７４２ 

２０，０００ 

１１，４４１ 

２，５８６ 

５８７ 

１４８ 

１，２６４ 

１１，１７１ 

３，０８５ 

１８，５３９ 

３０２ 

９８８ 

３６４，４４８ 

９０，０００ 

２２４，６０９ 

２７，８７２ 

１６，９０９ 

１７２ 

４，８８４ 

５１５，３０７ 

 

 

９３，５６６ 

６３，７３９ 

１８，４７０ 

１５，９３５ 

２，５３５ 

１１，９６５ 

１１，９６５ 

１１，９６５ 

△    ６０８ 

１４，４０８ 

３，８２５ 

△      ３ 

１０，５８５ 

１０７，９７５ 

 

百万円 

 

１７５，３８２ 

９１，６１６ 

３０，０００ 

１３，６２７ 

２，８５０ 

１００ 

７０ 

１，２６５ 

１２，２９１ 

３，２１６ 

１９，１１７ 

２２４ 

１，００１ 

３４３，７３３ 

８０，０００ 

２１７，５５５ 

２７，３７０ 

１３，７９０ 

２４２ 

４，７７４ 

５１９，１１５ 

 

 

９９，２９７ 

６３，７３９ 

１８，４７２ 

１５，９３５ 

２，５３７ 

１７，７８８ 

１７，７８８ 

１７，７８８ 

△    ７０２ 

１１，１７４ 

１，５４９ 

△      ２ 

９，６２７ 

１１０，４７１ 

 

百万円 

 

２４，５２３ 

１０，８７３ 

１０，０００ 

２，１８６ 

２６３ 

△    ４８６ 

△     ７７ 

－ 

１，１１９ 

１３０ 

  ５７８ 

△     ７７ 

１３ 

△ ２０，７１４ 

△ １０，０００ 

△  ７，０５３ 

△    ５０１ 

△  ３，１１９ 

６９ 

△    １１０ 

３，８０８ 

 

 

５，７３０ 

０ 

１ 

０ 

１ 

５，８２２ 

５，８２２ 

５，８２２ 

△     ９４ 

△  ３，２３３ 

△  ２，２７６ 

１ 

△    ９５８

２，４９６ 

 

負債純資産合計 ６２３，２８２ ６２９，５８７ ６，３０５ 
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（２）【損益計算書】 

比 較 増 減 
科     目 前  期 当  期 

金  額 率 

 

 鉄道事業 

  営業収益 

  営業費 

  営業利益 

 開発関連及び付帯事業 

  営業収益 

  営業費 

  営業利益 

 全事業 

  営業収益 

  営業費 

  営業利益 

 

 営業外収益 

  受取利息及び配当金 

  雑収入 

 営業外費用 

  支払利息及び社債利息 

  雑支出 

 

経常利益 

 

 特別利益 

工事負担金等受入額 

関連事業整理益 

投資有価証券売却益 

その他の利益 

 特別損失 

  たな卸資産評価損 

  固定資産除却損 

販売用不動産評価損 

減損損失 

その他の損失 

 

税引前当期純利益 

法人税、住民税及び事業税 

法人税等調整額 

当期純利益 

百万円 

 

５８，０９７ 

４５，５９２ 

１２，５０４ 

 

１２，０７１ 

１０，２９１ 

１，７８０ 

 

７０，１６８ 

５５，８８４ 

１４，２８４ 

 

８，００６ 

７，５５３ 

４５３ 

８，９３８ 

８，５５７ 

３８１ 

 

１３，３５２ 

 

８，９２８ 

－ 

１，１４７ 

７，３３２ 

４４８ 

２１，０６１ 

－ 

－ 

２０，２３９ 

８２２ 

－ 

 

１，２１９ 

△  ２，０２４ 

４３８ 

２，８０６ 

百万円 

 

５８，９９２ 

４６，６６１ 

１２，３３１ 

 

１８，４３６ 

１４，６８２ 

３，７５３ 

 

７７，４２９ 

６１，３４４ 

１６，０８４ 

 

４，６０５ 

４，２０７ 

３９７ 

９，４４７ 

８，８１０ 

６３６ 

 

１１，２４３ 

 

３，１２６ 

２，５３０ 

４６６ 

－ 

１３０ 

８，２１０ 

７，４３２ 

５２２ 

－ 

－ 

２５５ 

 

６，１５８ 

△  ２，５０６ 

１，６０８ 

７，０５６ 

百万円 

 

８９５ 

１，０６８ 

△   １７３ 

 

６，３６４ 

４，３９１ 

１，９７３ 

 

７，２６０ 

５，４５９ 

１，８００ 

 

△ ３，４０１ 

△ ３，３４５ 

△    ５５ 

５０８ 

２５３ 

２５４ 

 

△ ２，１０９ 

 

△ ５，８０２ 

２，５３０ 

△   ６８１ 

△ ７，３３２ 

△   ３１７ 

△１２，８５１ 

７，４３２ 

５２２ 

△２０，２３９ 

△   ８２２ 

２５５ 

 

４，９３９ 

△   ４８１ 

１，１７０ 

４，２５０ 

％ 

 

１．５ 

２．３ 

△   １．４ 

 

５２．７ 

４２．７ 

１１０．８ 

 

１０．３ 

９．８ 

１２．６ 

 

△  ４２．５ 

△  ４４．３ 

△  １２．２ 

５．７ 

３．０ 

６６．８ 

 

△  １５．８ 

 

△  ６５．０ 

－ 

△  ５９．４ 

△ １００．０ 

△  ７０．９ 

△  ６１．０ 

－ 

－ 

△ １００．０ 

△ １００．０ 

－ 

 

４０４．９ 

－ 

２６７．１ 

１５１．５ 
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（３）【株主資本等変動計算書】 
前期（平成18年4月1日～平成19年3月31日）                     （単位：百万円） 

株 主 資 本 

資本剰余金 
利益 

剰余金 

その他利

益剰余金 

 

資本金 
資本 

準備金 

その他資

本剰余金 

資本剰余

金合計 繰越利益

剰余金 

自己株式 
株主資本 

合計 

前期末残高 63,739 15,935 2,532 18,467 11,568 △    483 93,291 

当期変動額        

剰余金の配当     △  1,574  △  1,574 

当期純利益     2,806  2,806 

土地再評価差額金取崩額     △    834  △    834 

自己株式の取得      △    136 △    136 

自己株式の処分   3 3  10 14 

株主資本以外の項目の 

当期変動額(純額) 
       

当期変動額合計 0 0 3 3 396 △    125 275 

当期末残高 63,739 15,935 2,535 18,470 11,965 △    608 93,566 

 
評価・換算差額等  

その他有価

証券評価差

額金 

繰延 

ヘッジ 

損益 

土地再評価

差額金 

評価･換算

差額等 

合計 

純資産 

合計 

前期末残高 9,833 － 17,556 27,389 120,681 

当期変動額      

剰余金の配当     △   1,574 

当期純利益     2,806 

土地再評価差額金取崩額     △     834 

自己株式の取得     △     136 

自己株式の処分     14 

株主資本以外の項目の 

当期変動額(純額) 
△  6,007 △      3 △  6,970 △ 12,981 △  12,981 

当期変動額合計 △  6,007 △      3 △  6,970 △ 12,981 △  12,706 

当期末残高 3,825 △      3 10,585 14,408 107,975 
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当期（平成19年4月1日～平成20年3月31日）                     （単位：百万円） 

株 主 資 本 

資本剰余金 
利益 

剰余金 

その他利

益剰余金 

 

資本金 
資本 

準備金 

その他資

本剰余金 

資本剰余

金合計 繰越利益

剰余金 

自己株式 
株主資本 

合計 

前期末残高 63,739 15,935 2,535 18,470 11,965 △    608 93,566 

当期変動額        

剰余金の配当     △  2,097  △  2,097 

当期純利益     7,056  7,056 

土地再評価差額金取崩額     864  864 

自己株式の取得      △    114 △    114 

自己株式の処分   1 1  20 21 

株主資本以外の項目の 

当期変動額(純額) 
       

当期変動額合計 0 0 1 1 5,822 △     94 5,730 

当期末残高 63,739 15,935 2,537 18,472 17,788 △    702 99,297 

 
評価・換算差額等  

その他有価

証券評価差

額金 

繰延 

ヘッジ 

損益 

土地再評価

差額金 

評価･換算

差額等 

合計 

純資産 

合計 

前期末残高 3,825 △      3 10,585 14,408 107,975 

当期変動額      

剰余金の配当     △   2,097 

当期純利益     7,056 

土地再評価差額金取崩額     864 

自己株式の取得     △     114 

自己株式の処分     21 

株主資本以外の項目の 

当期変動額(純額) 
△  2,276 1 △    958 △  3,233 △   3,233 

当期変動額合計 △  2,276 1 △    958 △  3,233 2,496 

当期末残高 1,549 △      2  9,627 11,174 110,471 

 



 

 

平成20年4月30日 
南海電気鉄道株式会社 

 
 

決算発表 補足資料（連結） 
 

１. セグメント情報                                                             

営業収益 営業利益  

20年3月期  
（実績） 

21年3月期 
（予想） 

増減率 
20年3月期 
（実績） 

21年3月期 
（予想） 

増減率 

 
運 輸 業 

百万円 

86,010 

百万円 

86,800 

％ 

0.9 

百万円 

14,004 

百万円 

11,200 

％ 

△  20.0 

不 動 産 業 31,560 25,100 △ 20.5 10,902 6,700 △ 38.5 

流 通 業 25,374 23,700 △  6.6 2,393 700 △ 70.7 

レジャー・サービス業 29,826 30,500 2.3 1,328 1,100 △ 17.2 

建 設 業 34,525 44,500 28.9 △   45 900 － 

そ の 他 の 事 業 4,034 4,100 1.6 312 300 △   3.8 

計 211,331 214,700 1.6 28,896 20,900 △ 27.7 

消 去 △ 23,076 △ 24,400 － △     23 △    400 － 

連 結 188,254 190,300 1.1 28,873 20,500 △ 29.0 

 

 

２. 金融収支                               （単位：百万円） 

 20年3月期  
（実績） 

21年3月期 
（予想） 

比較増減 

受 取 利 息 及 び 配 当 金 475 600 124 

支 払 利 息 10,614 10,800  185 

金 融 収 支 △  10,138 △  10,200 △    61 

 

 

３. 有利子負債残高                           （単位：百万円） 

 20年3月期  
（実績） 

21年3月期 
（予想） 

比較増減 

有 利 子 負 債 残 高 502,348 516,800  14,451 

 

 

４. 設備投資額                              （単位：百万円） 

 20年3月期  
（実績） 

21年3月期 
（予想） 

比較増減 

設 備 投 資 額 24,855 42,800 17,944 

 

 

５. 減価償却費                              （単位：百万円） 

 20年3月期  
（実績） 

21年3月期 
（予想） 

比較増減 

減 価 償 却 費 20,281 21,700 1,418 

 

 
 
 



 

 

平成20年4月30日 
南海電気鉄道株式会社 

 
 

決算発表 補足資料（個別） 
 

1. 鉄道旅客収入及び輸送人員表 

（実績）  

 19年3月期（実績） 20年3月期（実績） 比較増減率 

 百万円 百万円 ％ 

定 期 外 30,750 31,127 1.2 

定 期 23,888 24,005 0.5 

旅

客

収

入 合 計 54,639 55,132 0.9 

 千人 千人 ％ 

定 期 外 89,237 90,330 1.2 

定 期 142,425 143,275 0.6 

輸

送

人

員 合 計 231,662 233,605 0.8 

  注 1. 輸送人員は千人未満を四捨五入で表示しております。 

    2. 旅客収入は荷物収入を除いております。 
 

（予想）  

 20年3月期（実績） 21年3月期（予想） 比較増減率 

 百万円 百万円 ％ 

定 期 外 31,127 31,245 0.4 

定 期 24,005 23,893 △ 0.5 

旅

客

収

入 合 計 55,132 55,138 0.0 

 千人 千人 ％ 

定 期 外 90,330 90,347 0.0 

定 期 143,275 142,421 △  0.6 

輸

送

人

員 合 計 233,605 232,768 △  0.4 

  注 1. 輸送人員は千人未満を四捨五入で表示しております。 

    2. 旅客収入は荷物収入を除いております。 

 

２. 開発関連及び付帯事業収支内訳表 

比較増減 
科   目 19年3月期 

（実績） 
20年3月期 
（実績） 金額 率 

  百万円 百万円 百万円 ％ 

（営業収益）     

 土 地 建 物 賃 貸 事 業 6,552 6,579 26 0.4 

 流 通 事 業 1,336 1,342 6 0.5 

 土 地 建 物 販 売 事 業 2,724 9,065 6,341 232.8 
 そ の 他 の 事 業 1,458 1,449 △   9 △  0.7 

 合 計 12,071 18,436 6,364 52.7 

（営業費）     

 土 地 建 物 賃 貸 事 業 3,449 3,580 130 3.8 

 流 通 事 業 931 1,056 124 13.4 

 土 地 建 物 販 売 事 業 4,172 8,241 4,068 97.5 
 そ の 他 の 事 業 1,736 1,804 67 3.9 

 合 計 10,291 14,682 4,391 42.7 

 


